




事例紹介講師プロフィール 
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【現  職】  神奈川県農業技術センター 副所長兼企画調整部長 
【略  歴】  島根大学農学部農芸化学科卒業後、１９７０年神奈川県農業総合

研究所経営研究部に勤務し、農産物の品質や堆肥の品質に関わる研

究に従事。その後、神奈川県園芸試験場において土壌微生物に関す

る研究に従事。２００１年農業総合研究所農業環境部長、２００４

年同研究所企画調整部長を経て２００５年より現職。 
【受 賞 等】  １９８５年 日本土壌肥料学会奨励賞受賞 
        １９８８年 東京大学より農学博士号を受ける 
        ２００５年 農業技術功労賞受賞 
【主な著書】  生物系廃棄物コンポスト化技術（分担・ｼｰｴﾑｼｰ）（1999） 

家庭でつくる生ごみ堆肥（監修・農文協）（1999） 
        堆肥のつくり方使い方（著・農文協）（2003） など多数 
 
 
 

事例紹介講師プロフィール 
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  氏 
 
【現  職】  レインボープラン推進協議会 会長 （山形県長井市） 
        農民；水田２ha、自然養鶏 1,000 羽 
【略  歴】  １９４９年山形県長井市に生まれる。 
        １９７５年農家の後継者として農業に従事。１９９１年レインボ

ープラン調査委員会設立、同委員長を務める。その後、１９９７年

レインボープラン推進協議会設立時企画開発委員長、１９９９年農

水省堆肥センター機能強化検討委員会委員などを歴任。２００４年

より現職。 
【主な著書】  生ゴミはよみがえる（講談社） 
        地域が主役だ（共著・社会評論社） 
        台所と農業をつなぐ（共著・創森社） など 



【メモ欄】 

め ざ せ ！！  ご み ゼ ロ ！！ 
ごみゼロＨＰ：http://www.eco.pref.mie.jp/gyousei/keikaku/gomizero/ 

三重県環境森林部 ごみゼロ推進室  （津市広明町 13 ℡０５９－２２４－３１２６） 

財団法人三重県農林水産支援センター （津市久居明神町 2501-1 ℡０５９－２５９－０８５９） 



生ごみリサイクル交流会講演要旨１ 

 

【講演１】 

  テーマ：「生ごみを利用した堆肥化のポイント」 

  講 師：神奈川県農業技術センター 副所長兼企画調整部長 藤原俊六郎 氏 

 

＜講演要旨＞ 

 生ごみは、含水率が高く腐敗しやすいため、不潔なイメージがある反面、肥料成分に富

み分解が早い利点もある。さらに、発生場所に偏りがある、時期や発生場所により品質の

ばらつきがある、油や塩の不安がある、などの問題もあり、普及が遅れている。 

しかし、元々は食品であり安全性は高く、栄養分にも富んでいる。このため、収集と処

理を適切に行えば、作物栽培に有益な資材に変えることができる。講演では、安全な生ご

みを安心して使用できる方法として以下の事項を紹介した。 

● 生ごみの多様な活用方法 

   堆肥化・肥料化、飼料化、炭化、エネルギー化、プラスチック化 

● 農業利用における考え方・・・利用者のことを考えた堆肥生産 

   作物に障害を及ぼさないこと、環境に有害でないこと、製品が安定していること 

   取り扱いやすいこと 

● 生ごみの特性 

   種類と発生量、堆肥化特性、生ごみ処理装置の種類、生ごみの分解条件 

● 生ごみの肥料的性質 

生ごみの化学成分組成、生ごみ堆肥の肥料効果 

● 堆肥化の具体的事例 

生ごみ単独の事例、生ごみ＋副資材の事例、生ごみ＋家畜ふん＋副資材の事例 

● 生ごみ農業利用のあり方 

   安全で高品質な資材の生産、収集して二次処理する施設の整備 



生ごみリサイクル交流会講演要旨２ 

 

【講演２】 

テーマ：「生ごみ堆肥化が地域を変えた」 

講 師：レインボープラン推進協議会 会長 菅野芳秀 氏 

 

＜講演要旨＞ 

● レインボープランとは、住民自治、循環、環境といった地域づくり全体に生ごみを活

用する事業 

● 生ごみ分別の対象者（まち部の 5,000 世帯）中、参加率は 100％ 

● ＮＰＯ虹の駅・・・まちが堆肥を作り、むらが作物を作る循環の出会いの場（直売所） 

● レインボープランの成果 

①まちの5,000世帯の生ごみが全量土に戻ったこと ②環境保全型農業への一つの流

れをつくった ③まちづくりへの市民参画の促進 ④市民と農業、まちとむらが近づ

いた ⑤環境教育、地域教育への貢献 ⑥異業種間の融合と加工品づくり ⑦ごみが

33％減量 ⑧アジアへの広がり 

● 再びレインボープランの目的とはなにか？ 

人と人の輪による「おもいやり」と「やさしさ」の地域づくり 



生ごみリサイクル交流会全体発表 

全体発表【第１意見交換会】                              

科学技術振興センター農業研究部の地主と申します。 

第１意見交換会での主な内容を紹介させていただきます。 

まずは、回収、二次処理と言いますか、回収から発酵の部分でどんな場所でどんな規模

で管理費などをお教えくださいというご質問がありました。これに関しては千差万別、ケ

ースバイケースですので、具体的には個々に設計をしていくことがいいんだろうなという

ようなお話でございました。 

それから、利用の場面で水田とか畑についてどんなふうに組み合わせてしていったらい

いかというご質問がございましたが、これについても個々にいろいろございますので、そ

のへんは参考書なりをぜひご覧いただくのと、それからこれは宣伝になりますが、生ごみ

堆肥ではありませんが、堆肥につきましては三重県もこういう成分でこういったものがあ

るということをご紹介するシステムをインターネット上で運用しておりますので、またそ

のへんはご参考にしてくださいと、そのへんのコマーシャルもさせていただきました。 

それからあと、出てきたご質問の中で、私が興味深かったお話は、一つには昔の堆肥が、

これは特に家畜糞なんですが、だいぶ成分的に濃度が上がって変わってきているので、そ

のへんの使い方というのが、以前の使い方だけじゃなく、考えておく必要があるんだろう

なというお話もございました。 

それからあと、他の話の中で、要は生ごみも含めて堆肥化というのは水分との戦いなの

で、いかに水分を低く保つか、堆肥を作る時にいかに水分を低く作るか、低くするかとい

うことが大事であると、そういうお話がございました。 

それから、自分でごく簡単に熟度を見ることができませんかというご質問があって、先

生のほうから、人間は割合鋭敏なセンサーなので、ちょっと言い方は違いましたが、要は

不潔感がないものであれば、それが熟度が高いんだろうと、そういうふうに考えてもらっ

たらどうでしょうと、こういったお話もございました。 

材料としては例えばステビアを使ったらイチゴは甘みが増すというような話もあるんで

すが、それは直接ステビアの甘みがイチゴに入るんじゃなくて、生育に影響してそういう

ことが出るんだろうというようなお話がございました。 



バラバラとしたご紹介になりますが、ミミズに関して、ミミズがいっぱいいるというの

は、例えば生ごみ堆肥を入れた時にミミズがいっぱいいるという時に、それは未熟なもの

が多いからミミズがいっぱいいるようなところは良くないのかなというお話がありました

が、ミミズ自体、生のものを好むミミズと、ある程度分解したものを好むミミズがあるの

で、よくいるシマミミズであればある程度分解したものを好むので、それがいるからと言

って、未熟なもので様子が悪いということではないというようなお話も出ておりました。 

ということで、技術面でいろんなことのお話がございましたが、取り留めはこういった

お話が出ておりました。 

全体発表【第２意見交換会】                              

第２意見交換会のほうは、菅野さんの講演の第２部というようなスタイルで始まりまし

た。この場でのご講演の最後に、レインボープランの目的は何かということで振り返って

みると、人と人の輪によるおもいやりとやさしさを目的としているというふうなことで総

括していただいたところなんですが、具体的にスタートの時の思いというのはどうだった

のかというふうなことを伺いましたら、やっぱり土が痩せてきたと。それを何とか昔の土

に戻したいというふうな思いを持った他の園芸農家の方と取組を始めるきっかけになった

ということでございました。 

具体的なお名前は出しませんが、前の市長さんが自分たち住民が住みたくなる自分のま

ちづくり、そのプランをみんなで立てようよという計画があって、その中でいろんな協議

会や検討会がなされて、それから具体的な提案が出るところまでだいたい出来上がった時

に、市長が選挙で変わった。それで、前の市長の案はボツというふうなことで、せっかく

練ってきて、これから思いを実現させようというところでドーンと突き落とされたという

ふうなことがあったそうです。そこを何とか市なり行政をすんなり動かすためにはどうし

たらいいかということで、作戦を立てて活動をされたというようなことを伺いました。 

皆さんにそうせいと言うと、私は県の職員の立場があるので、それで皆さんをそそのか

すわけでは一切ないので、意見交換会の報告として聞いてください。 

それで、まちの主要な人をやっぱりつかまえようというふうなことで、キーパーソンで

あるとか主要団体に声をかけ、特に女性団体に声かけしながら、先ほど菅野さんが訴えて

みえたああいう思いを女性団体の方にやったら、すぐ共感してくれて、それがまた他の団

体にも横の連携を取ってくれて、仲間がだんだん増えていったと。そういうふうな中から、



今度は商工会のほうにも婦人部のほうに連絡が入って、そちらも話を聞かせてくださいと

いうようなことで、だんだん仲間が増えて行きました。主要なところをそうやって押えた

り、病院のお医者さんにも話に乗ってもらって、そういうふうな主要なメンバーを集めて、

検討会を立ち上げたいというふうなことで主要団体、キーパーソンを広げていったという

ようなことです。医者だったら医者で、薬を出しているだけじゃなくて食から考えたらど

うかという説得もされたというふうに聞きました。 

それとか、あとはＰＴＡとか清掃事業者とか議員さんの奥さんであるとか、影響力の高

い方々を組織として集めて、自分たちのまちづくりに共感できる仲間づくりをした上で市

のほうに働きかけをして、運動のきっかけを再度足がかりを作っていったというようなこ

とを伺いました。市民活動が行政を巻き込んで影響を出すというステップの一つの方法と

して非常に参考になったかなというふうに思いました。 

最後にもう一つだけ申し上げますが、その中でやっぱり一番パワーになったのは何かと

言うと、それはご本人さんが一生懸命バカになって動いたというふうにおっしゃってみえ

ましたが、ご婦人の力が大きかったとおっしゃっていました。特にそれも 50 代から 70 代、

ベテランの部類に入るご婦人の方々というのは、やっぱりしっかり思いを持ったら動いて

くれる、動ける時間も余裕もあるというふうなことがあるようです。逆に若いご婦人の方々

ですと、なかなかお子さんがいたりとかで動けない、それからノウハウ、知識や経験もな

いというふうなことで、50～70 代の女性の方は地域の宝だとおっしゃってみえました。 

それから、男性の方も、それぐらいの方のほうが、かつてはどうだったという経験とか

知識を豊富にお持ちです。若い人たちは、生ごみを堆肥化してどうなるとかいう知識をあ

まりお持ちでないので、かつてはこうだったんだよというふうなことから実際に現実感あ

る問いかけと言うかお話を、熟年層、熟年パワーのほうが熱意を失わず訴えていただいた、

それが運動の広がりに通じるというふうなことでお言葉をいただいております。 

皆さん、一緒に頑張りましょうというふうなことで、第２意見交換会からの報告を終わ

ります。 



生ごみリサイクル交流会アンケート集計結果 

 

※ アンケート回収数  ３０ 

 

１ あなたの年齢は？ 

２ あなたの性別は？ 

 ～１０歳 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳～ 計 

男性 ０ ０ ３ ３ ２ ２ ６ ２ １８ 

女性 ０ ０ ０ ３ ０ １ ７ １ １２ 

計 ０ ０ ３ ６ ２ ３ １３ ３ ３０ 

 

３ 事例発表をお聞きになってのご意見ご感想をご自由にご記入ください。 

 

・ 土に対する考え方が変わりました。 

・ 生ごみ堆肥の作り方に関する具体的な注意事項やレインボープランのできた背景、成功する

までの苦労を聞けてとても参考になった。 

・ 両講演会は非常によかった。 

・ レインボープランはわたしの夢・希望にピッタリです。「思いは実現する」とガンバリます。 

・ 参考になりました。実際にプランや現場の声が聞けてよかったです。 

・ 両先生共に興味深いお話しを聞かせて頂きありがとうございます。生ごみに対する考えがい

ろいろ視点をかえてみることができたように思います。 

・ 堆肥成分を知ることは生ごみを土に活かしていく上で必ず認識していなければならず、不安

定な肥料ではあるが循環型社会に大いに生かせられる。 

・ 長井市住民は全て好意的に取り組んでいるのだろうか？リサイクルの出口として農地への

還元があるが、肥料が引く手あまたなのか知りたい。何かいいところばかりのようだったの

で、是非本音を聞きたい。 

・ 理論と実際の生ごみ堆肥化の講演でしたがそれぞれ大変興味を持って聞けました。今後応用

できると思います。 

・ 根本的な内容がよくわかり、また、なぜ生ごみリサイクルが必要であるか理解できた。 

・ 楽しく学ばせていただきました。常日頃からごみのポイ捨てやごみ出しのルール違反に心痛

めていますので、レインボープランの会の皆さんありがとうです。無農薬野菜づくりをして

いますので参考にさせていただきます。 

・ 私は畑で野菜をつくるのが楽しみにしていて、ここ２～３年であるが出来たのを食べる。な

にしろ無薬であるのが良いと思っている。 

・ 非常に参考になりよかった。 

・ レインボープランの色々なお話しをお聞きし皆さんの動力、体験等々長年続けられていると

いうことは、地域リーダーさん達の心構えがあってこそだと思います。 

・ 藤原先生：入門編としてとっつきやすい内容でした。菅野先生：聞きやすく情熱の伝わる内



容でした。 

・ 生ごみ処理からの町づくりの話を聞き、すばらしい地域づくりだと思いました。地元でもで

きれば楽しい町づくりができるのではないかと思います。 

・ とても良い取組を聞けて大変勉強になりました。 

・ 単なる生ごみリサイクル活動のみでなく、それを通じ地域の輪作りをしていることはすばら

しいと思った。 

・ レインボー：２名からのスタートで色々なご苦労も沢山あったことと察することはできます

が、それを行政を巻き込んで市全体の活動にされたことがすばらしい。発表に感動しました。

農業技術センター：安心・安全な堆肥、生産の作りを実践していきたいと感じました。 

・ 良かったです。今いるところで在るものを見つけてそれを活かして自分の町を誇りに思う。

いいですね。 

・ 熱意こそが原動力。 

・ 生ごみ堆肥化の第一人者である先生方の講演ということで説得力があった。 

・ 講演内容のバランスは良かった。もう少し講演時間を長くし、もう少し深い話しが聞きたか

った。 

・ 堆肥化のポイント、堆肥化が地域をどのように変えたかよく理解できた。 

・ 生ごみが人のつながりを造っている。なるほどと思った。 

・ 実践的な内容、技術的な内容、まちづくり的な内容をバランスよく聞かせていただけた。大

変参考になりました。 

・ お二人共、特に菅野さんがお元気な方なので嬉しかった。会議とか講演会でお疲れが出てい

るのではと思っていましたので。健全なお心と大きなお体のせいかな。 

・ 生ごみリサイクル事業は一朝一夕では不可能ということが実感できました。（特に行政関係

か？） 

・ 生ごみがとても大切な資源であることがよくわかった。私も家の生ごみは畑へ持って行って

埋めている。（ボカシをサンドイッチにして）また、電気処理機を使っている。 

 

４ 意見交換会についてのご意見ご感想をご自由にご記入ください。 

 

＜第１意見交換会＞ 

・ いろいろ参考になりました。 

・ 堆肥を成分化したお話が聞け、今まで疑問に思っていたことが解決したような気がします。 

・ 専門的な研究の中で話され、助言していただくことは大変嬉しいことである。 

・ つっこんだ質問ができました。 

・ 先生のお話、農業者の体験等、私の家庭菜園程度では難しい言葉もありましたが、意義のあ

る日だったと思います。 

・ 具体的にわかりやすく説明をいただけてよかった。 

・ 堆肥の使い方を考えるときには、自分がどのような目的で使うのかを決めないとわからない

ことを認識した。 

・ より細かな内容に絞って話が聞けたのが良かった。 



＜第２意見交換会＞ 

・ 菅野先生の話はよくわかり、いかに一つ一つに力を結集させて行政にＹｅｓと言わせるか、

とても大事なことであると思った。 

・ 今まで行ってこられた苦労がよくわかりました。バカになれると嬉しいのですが。 

・ 具体的によくわかった。 

・ 行政との応対の履歴等、興味深い身近な話題をお話しいただきました。 

・ ２～３人の力が町づくりにつながり、市民が生き生きできるようになった話を聞き、人の力

の大きさを感じました。できる条件を探すという知恵が町づくりにつながるのだということ

を知ることができました。 

・ 生ごみをリサイクルするというシステムということではなく、人と人との思いやり、やさし

さ、循環ということ、とてもあったかくなりました。 

・ レインボープランはすばらしいの一言につきます。 

・ まずは情熱があって物事は進んでいくという話が印象的だった。 

・ 大変楽しく聴かせていただきました。 

・ 生ごみ堆肥化推進の方法について大いに参考になった。循環型社会の大切さがよく理解でき

た。 

・ 具体的な活動状況がよくわかった。 

・ 大変参考になりました。 

・ 事例発表で聞けなかった事柄を参加者皆で共有できたよかった。もう少し時間があるとよか

った。 

・ 時間があればもっともっとお話しをお聞きしたいし、我が町にも来ていただきたいけれど。

多忙の中、体にお気をつけてください。本やビデオで我慢します。 

・ 生ごみ、食品に関する地区の理想の形態を広めるのは長い年月と努力が重要であることを思

い知らされた感じがしました。 

・ 市民だけでの活動ではなかなか発展しないが、行政が加わることにより実行されるようにな

ることがよくわかった。私たちもどうにかして行政が参加してくれるように努力したい。 

・ 民間により行政が動いたことがすばらしい。各団体の人に広く広げたい。 

 

５ その他、ごみに関するご意見ご感想などをご自由にご記入ください。 

 

・ これからも生ごみ堆肥化に取り組みたい。これからも交流会を開いてほしい。 

・ 地域で取り組むには、地域の人の心を動かす必要があるので、イノベーターの出現を待って

いる。私自身がそうなりたいが器量がない。 

・ 世の中そろそろ立ち上がってきてもよい時期かと思っております。 

・ 今日の交流会参加者年齢を見ると高年齢の方が多い。今後こういう活動を発展させるには若

人の力も必要に思う。いかに若者に環境上必要なのか思わせるものが必要。 

・ 生ごみを毎日畑に行き土の中に入れて来る。 

・ 今自分が行っていることを取り上げて説明もいただき本当にありがとうございました。以後

もそれを教訓にがんばりたいと思います。 



・ ごく最近、津市へ引っ越してきて困っているのは分別方法がわからないことです。生ごみは

なるべく道具ケースの処理器に入れてますが、他の分別がわからないのです。分別では先進

地である名古屋市かたの移住ですが、寮に入ったのでごみの分別方法の資料がないのです。

ＨＰ等で確認したいと思います。 

・ 毎日出るごみをどのようにして減らすかと考えていても、実際出るごみは多く減量すること

ができません。今日の話を聞いてやればできるのだと思いました。少しずつでも減らせれる

ようにしていきたいと思います。 

・ グループで始めた堆肥作りですが、一次処理で失敗（虫、ベタベタ）してやめていく人があ

って、再度進めていますがなかなか活動できずどう進めたら…？と考えているところです。 

・ 自分達の住む町も循環型の住みよい、暮らしよい、心地よい町にして行くには…を考え続け

ます。 

・ 県民一人ひとりがごみ減量化について真剣に考えることを、機会がある毎に徹底することが

肝要であると思う。 

・ 「生ごみ」に対する思いは先生と同じと考えていますが、３年間やってきましたが、現時点

ではこれ以上やり続ける情熱が薄れています。個人的に細々と指導し、ジワジワやっていき

たいと思っています。 

・ 単にごみの減量化、循環というものに終わらず、まちを変えるまでができている長井市をう

らやましく思った。全国に広がるといいなと思う。 

・ ごみ減量という生ごみへの目線が１００年の計という高い理念にある所がいいなと思いま

した。 

・ 生ごみを資源化している人口はごくわずかだが、もっと多くの人が実践すればごみ減量に、

また、焼却の費用削減等、とてもすばらしいと思う。 

・ この様な交流会への参加者が少ないのは残念だ。 


